




dans les plis）』に収められた「メードザンの肖像（Portraits de Meidosems）」の章に登場する





























ム、そして反復の効果、すなわち「言葉の断続音」« le martèlement des mots » について論じる。















sem » と、雌とみなすことのできる「メードゼム」« Meidosemme » という雌雄の区別が存在し、
さらには複数形の「メードゼム」« Meidosemmes » と表記されていることからわかるように、
その個体数も複数であることが示される。
　そしてメードザンという架空の生物に最も特徴的なのは、その形態の多様さやその「弾性」










　「荷車から落ちたいくつかの荷物」« quelques ballots tombés d’une charrette »、「垂れ下がっ
た一本の針金」« un fil de fer qui pendille »、「水を含んで既にほとんどいっぱいになっているス
ポンジ」« une éponge qui boit et déjà presque pleine » など、様々な物体が「１匹のメードザン」
« un Meidosem » として語られるように、１匹のメードザンは様々な形態を持つことが示される。
　そしてここで語り手は「弾力のある」形態を記述しつつ、二人称によって示される我々読者に




































を借りるならば、『逃れ去るものに向き合う（face à ce qui se dérobe）』 と表現されるような、単
純な物語や叙述に回収されない微細な出来事を語るテクストである。この1972年の選集に収めら



































　「黒こげた」« calcinée » メードザンの顔。ある1日の出来事が、それ以降の日々にのし掛かり、




























その傷の付け方は「無造作」« au hasard » であり、絵画を構成するのではなく、無秩序な身体















　この断章においてメードザンは、突然示された時間の作用によって「運命」« destin » へと向
かっていくが、それはミショーがつけた「無造作」な傷が、インクによって一瞬にして紙に転写
され、彼らの姿が突然に現れる様と呼応しているだろう。そして同時に、この「運命」を刻みつ










　「石の中に捕らえられた諸々の意図」« intentions prises dans la pierre » という記述は、リト
グラフの制作のなかで傷を刻まれる「石」« pierre » とメードザンの身体が呼応していることを
示してはいないだろうか。『噴出するもの、湧出するもの』において語られた、「無造作」« au 
hasard » で「特別な何かを作るためではない」« non pour faire quelque chose de spécial » 絵画










« Et pendant qu’il la regarde, il lui fait un enfant d’âme（19） » と語られるように、このテクストは
「傷」を中心とした、物質的身体を持つメードザンという読解に矛盾するような、精神や「魂」









moins, ce ne sont pas des plaies » と述べられ、「変化する波形のように変わる」« se muer ainsi 
en moires changeantes » と語られる。これまであくまでも固体の「弾性」« élasticité » や、「石」 
として説明されてきたメードザンは、「太陽と影の戯れ」« jeu du soleil et de l’ombre » として語
り直される。メードザンの身体は、光の作用によって生み出される視覚的な「割れ目」« fris-
sures » として説明され、先に見たような破壊され、「石」のように質量を携えた物質の「傷」で



















« erreur » ではないにせよ、「運命の円環」« le cercle fatal » においては苦しみを携えた身体を
耐えることへと向けられてしまう。さらにこの引用箇所を詳しく見てみよう。動詞「笑う」
« rire » は「つなぎとめる」« tenir »、と「こらえる」« retenir » という二つの動詞と、その発
音を通じてテクスト内で音楽的な関係を結ぶ。しかしこの「笑う」という語は、「苦しむ」
« souffrir » という語によって置き換わり、取り込まれてしまう。« rire, tenir, retenir » は「遊










ける「落下」« chute » に関する記述を分析する中で、『逃れ去るものに向かい合って』に収めら
れたテクスト「折れた腕」（Bras cassé）に言及しつつ、ミショーに「苦痛」をもたらす「落下」
を語るはずのテクストが、転倒時に身が投げ出される際の「上昇」« ascension » の記述によっ
てなされている点を指摘する（22）。メードザンはこれまでみてきたように一方では物質的な重々
しさをまといつつも、他方では「実際、メードザンの落下はいつも空にある」« Il y a, en effet, 
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